
IndoorEnvironment,Vol.22,No.2,pp.237-239,2019

室内環境［2019］

室内環境学
関連情報

1．はじめに

平成30年室内環境学会学術大会の1日目の12月6日

に,分科会セミナー「環境過敏症分科会設立記念キッ

クオフ会合」を開催した。本セミナーは,2017年に

設立された環境過敏症分科会の設立記念および活動

を開始するための会合として企画され,「環境過敏

症の現状と発症予防対策について考える」というテー

マで,分科会メンバーを中心に,これまでの研究活

動や今後の方針についてご講演をしていただいた。

環境過敏症は,室内環境学会においては新たな概念

であると考える。そこで,本報では,環境過敏症や

分科会の設立趣旨,活動方針について述べたのち,

キックオフ会合の内容について報告する。

2．環境過敏症分科会について

2．1 設立趣旨

近年,先進国を中心に,環境過敏症(環境不耐症)

と呼ばれる健康障害を訴える人の急増が報告されて

おり,日本でも患者の急増が危惧されている1)。日

本は諸外国と比べると,一般市民の環境過敏症に関

する認知度が低いことが指摘されている1-3)。

環境過敏症とは生活環境中の様々な要因により多

臓器に様々な不定愁訴(例：頭痛,めまい,全身倦怠

感,吐き気,睡眠障害,呼吸困難,咳,動悸,腹痛,

下痢,四肢の脱力や痛み,思考力・集中力低下,う

つ状態,意識消失など)を訴える健康障害と考えら

れている。代表例は,シックハウス症候群(sick

housesyndrome:SHS),化学物質過敏症(multiple

chemicalsensitivity:MCS),電磁過敏症(electromagnet-

ichypersensitivity:EHS)であり,アレルギー疾患と

密接な関係があると考えられている。

環境要因としては,超微量な化学物質(建材,受動

喫煙,農薬,殺虫剤,防虫剤,芳香剤,柔軟剤などに

由来する)および物理的要因(音,パソコン・スマー

トフォン・携帯電話基地局などからの電磁波(場))を

挙げる研究者が多い。MCSは国際疾病分類(ICD10)

コードでは,身体的疾患分類に属しており,身体疾

患の一つとして位置づけられている。

しかし,症状は不定愁訴であり,他覚的検査によ

り環境要因と症状との間に明確な因果関係が証明し

にくく,環境要因より心理的要因の方が大きいとし

て,否定する研究者も少なくない。殊にEHSは,患

者が症状発現要因と訴える電磁波(場)発生源の波長・

周波数・電磁強度は様々であり,しかも,次々と新

しいものが登場するため,症状と環境要因との因果

関係が証明しにくく,世界的にも研究はスタートラ

インについた段階と言えよう。

環境過敏症のような健康障害の病態解明や発生予

防対策は,患者を抱える国々の研究者が,自国の患

者に関する科学的なエビデンスを収集・集積し,情

報交換・共有しながら試行錯誤で検討し,その検討

結果を,一般市民に対して,わかりやすい形で情報

提供していくことが大事だと考える。そこで,上記

のような活動を行うために,2017年11月に本学会内

に「環境過敏症分科会」を設立した。

2．2 メンバーおよび活動方針

メンバーは生物学,化学,物理学,工学,建築学,

237

平成30年室内環境学会学術大会 環境過敏症分科会設立記念キックオフ会合
「環境過敏症の現状と発症予防対策について考える」の報告

北條祥子1,2,3),水越厚史3,4),徳村雅弘3,5),乳井美和子3,6)

1)東北大学,2)尚絅学院大学,3)生活環境と健康研究会,4)近畿大学,5)静岡県立大学,6)そよ風クリニック

Thereportofkickoffmeeting・Thecurrentstateofenvironmentalhyper-
sensitivityandpreventivemeasuresagainsttheonsetinJapan・

SachikoHOJO1,2,3),AtsushiMIZUKOSHI3,4),MasahiroTOKUMURA3,5)andMiwakoNYUI3,6)

1)TohokuUniversity,2)ShokeiGakuinUniversity,3)ResearchGrouponLivingEnvironmentandHealth,4)KindaiUniversity,
5)UniversityofShizuoka,6)SoyokazeAllergicClinic



Vol.22No.2

室内環境［2019］

医学,薬学,看護学,環境社会学,環境情報学などを

専門とする幅広い研究者で構成されている。活動方

針は,以下のとおりである。

・ 環境過敏症に対する認知度を高め,環境過敏症

発生予防に関する研究に従事する研究者・技術

者を増やす。

・ 室内環境学会学術集会時には,各メンバーの研

究成果を発表し合い,情報・意見交換を行う。

・ メーリングリストを通して,各メンバーが集め

た情報を共有し,各メンバーの専門性を生かし

て整理する。

・ 各メンバーは,自分たちの研究成果を室内環境

学会の機関誌「室内環境」の・環境過敏症特集・に

執筆して公表する。

・ 社会貢献活動としては,一般市民に対して,・環

境過敏症・の認知度を高めるための啓蒙活動(例；

市民公開講座・シンポジウム・講演会の開催,

対策マニュアル作りなど)を行う。

・ 他学会との協力体制を構築しながら活動する。

例えば,日本臨床環境医学会 環境過敏症分科

会(代表：北條祥子,副代表：水城まさみ,2018

年7月発足)とは,それぞれの学会の特色を生か

しながら,協力し合って活動する。すなわち,

室内環境学会の分科会では,環境改善などの予

防対策を中心に,日本臨床環境医学会の分科会

では医療関係者向けの診断基準の確立,有効な

他覚的検査法,有効な治療法などの確立を中心

に検討する。

3．環境過敏症分科会設立記念キックオフ会合の概要

開催日時：

2018年12月6日10：00-12：00

場 所：

東京工業大学西9号館3FW935教室(C会場)

開催目的：

環境過敏症分科会の設立記念として,認知度が低

い環境過敏症とその対策に関して問題提供する。

テーマ：

環境過敏症の現状と発症予防対策について考える

シンポジウムの企画および座長：

柳沢幸雄(東京大学),北條祥子(早稲田大学)

プログラム：

開会の挨拶(分科会設立趣旨説明),北條祥子(早稲田

大学)

講演(演者およびタイトル)

1)北條祥子(早稲田大学)3),我々の最新疫学調査結果

からみた環境過敏症発生予防対策と今後の展望

2)水越厚史(近畿大学),QEESIと統計データからみ

た日本人の日常化学物質曝露状況の変化と今後の

課題

3)平久美子(東京女子医科大学),化学物質過敏症と

殺虫剤の環境曝露

4)黄琳琳(台湾正修技大学),台湾のシックハウス問

題の現状と研究について

5)東 賢一(近畿大学),健康リスクの立場からみた

環境過敏症の予防について

6)寺田良一(明治大学)4),環境社会学からみた環境過

敏症：「被害構造論」,「問題構築」の観点から―

7)加藤やすこ(いのち環境ネットワーク)5),電磁過敏

症の有病率とオーストリア医師会ガイドライン

8)柳沢幸雄(東京大学名誉教授),予防原則による身

の回りの化学物質対策：失敗を繰り返さないため

に (写真1)

9)西影京子(よこはまにしかげ小児科アレルギー科),

アレルギー疾患や環境過敏症予防は胎児期・幼児

期からが大事

紙上参加(以下の3名は当日配布資料を配布し,その

要旨を北條が代読した。)

1)水城まさみ(国立病院機構盛岡病院),専門医の立

場から問題提起(当日配布資料6,7))

2)加藤貴彦(熊本大学)2),化学物質過敏症に関する問

題提起

3)新城哲治,新庄明美(医療法人信和会沖縄第一病

院)8),携帯電話基地局周辺住民の健康障害
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総合討論 (9名の講演者と会場参加者との間で活発

な議論が交換された (写真2)。)

閉会の挨拶・全体のまとめ,柳沢幸雄(東京大学名

誉教授)

4．キックオフ会合を終えて(総括)

当日は大雨で交通機関の混乱などがあったにもか

かわらず,参加者は80名以上で,用意した資料がな

くなるほどの盛会であった。総合討論では,会場か

ら各講師に対し率直な質問や意見が出された。閉会

の挨拶の中で,柳沢氏は,「化学物質にせよ,電磁波

環境にせよ,悪意で人間社会に持ち込まれたものは

なく,人々の暮らしを便利にしようとして開発され

たもの。便利な生活には負の側面があることを認識

して,予防原則で対応することが求められている。」

と締めくくった。感想文には,・環境過敏症という

健康障害について初めて聞いた。会合は有意義であ

り,今後ともこのような会合を開催してほしい・と

の記載が多かった。

なおシンポジウムには,マスコミ関係者が取材し,

後日,記事として発信された9-12)。分科会の目的の一

つである,社会活動の一つとして,環境過敏症とい

う健康障害の認知度をあげるために,本会合は有意

義であったと考える。今後ともこの種の会合を企画

していきたい。
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